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１．はじめに 

中国自動車道の吹田 JCT～中国池田 IC 間は上下各

2 車線で年平均日断面交通量約 5 万台/日，並行する

府道は約 10 万台/日の重交通区間である一方,50 年以

上が経過し，橋梁の老朽化が進行している. 一般的な

対面通行規制による施工方法では長期間の大規模か

つ慢性的な交通渋滞の発生が懸念されたため，上下

線終日通行止めを実施し，集中的に工事を行うこと

で工事期間を短縮し，社会的影響の低減を図ること

とした 1)．通行止め期間は 1 回あたり約 1.5 ヶ月と

し，2 年間で計 6 回行った． 
本稿では，吹田 JCT～中国池田 IC 間のリニューア

ル工事において終日通行止め期間の短縮および遅延

リスク低減の工夫について紹介する． 
２．工事の特性  

工事区間の橋梁は上下線延長計 4.8km，198 径間， 

更新後の橋梁は 52 連におよび，終日通行止め期間で

の工期短縮・遅延リスクの低減の対策・検討が必要不

可欠であったため計画段階で様々な検討を実施した．

検討後に実施工に適用した項目を表-1 に示す．本稿

はそのうち 3 項目について記載する. 

３．新旧支承位置の変更  

 終日通行止め期間中に既設支承撤去および新設支

承設置を行う場合，通常の施工では約 6 日を必要と

し(部材製作期間を除く) ，終日通行止め期間中の短

期間施工の場合，大幅な期間延長につながることが 
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写真-1 支承ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ設置完了(終日通行止め期間前) 

写真-2 中間支点横梁架設(終日通行止め期間中) 

図-1 端支点横梁図 

表-1 工期短縮・遅延リスク低減対策項目 
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予想された．そこで図-1および写真-1に示すように

主桁位置と支承位置をずらした構造(支点横梁)を採

用し，新設支承のベースプレートまでの設置作業を

終日通行止め期間前に行えるようにしたことで工程

短縮を図った．  

４．PCa 壁高欄通信管接合ジョイント構造 

 PCa 壁高欄における埋設通信管接合ジョイントに

おいて従来の構造(写真-3)では PCa 壁高欄設置後に

管路が正しく接続されているかの確認が不可能であ

ったため，管内への無収縮モルタル流入による管路

閉塞が懸念されていた．本工事の PCa 壁高欄は施工

延長 9665m，全 2662 基におよび，管路閉塞による遅

延リスクの低減が求められた．そこで，中子とバネを

使用した飛び出し方式を開発した 2)．PCa 壁高欄に中

子を押し込んだ状態で治具で固定しておき，設置後

に治具を外し，バネの力で自動的に確実に接続でき

る構造とした．また，中子の外周に反射テープを貼付

けることで，設置後に目地部（幅 10mm）上部から目

視による接続確認を可能とした (図-2) ．終日通行止

め期間を通して構造的な欠陥による管路閉塞はなく，

工程遅延リスクの低減に多いに寄与した． 
５．暫定伸縮装置における鋼製台座の採用 

 6 期に渡る終日通行止め期間の各期の間には，橋梁

の架け違い部において新旧の橋梁が隣り合う状態と

なる場合があり，暫定伸縮装置を設置して道路供用

した．暫定伸縮装置には設置・撤去が容易なこと，お

よび桁下作業が極力少なく，本設伸縮装置へ構造変

更が容易であることが求められる．上述を満たすた

め図-3および写真-4に示すように新設橋梁側に鋼製

台座の設置し，その上に製品ゴムジョイントを据え

付ける事が出来る構造を採用した．鋼製台座構造と

することで既設側架け替え時の伸縮装置撤去に伴う

コンクリートはつり作業の削減，架け替え済の新設

側部材に損傷を与えるリスクを低減させた．  

６．おわりに 

 各種の対策により，終日通行止め期間は令和 5 年

3 月末に無事終了し 6 期間通して当初工程から期間

延長することなく施工することが出来た．今回の大

規模なリニューアル工事は今後も増えていく事が予

想される．本稿で紹介した内容が施工計画，詳細設計

の際の参考となれば幸いである． 
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写真-3 通信管ジョイント部比較 
(左図：従来構造 右図：新規採用構造) 

図-2 通信管ジョイント時 イメージ図 

図-3 暫定伸縮装置 構造図 

写真-4 暫定伸縮装置 設置状況 
(左：鋼製台座据付 右：暫定伸縮装置設置完了) 
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